
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌に超音波刺激を付与する超音波美容器であって、
　超音波を発生させる超音波振動子と、
　接合面で前記超音波振動子に接合され、放射面から超音波を肌に付与するホーンとから
なる振動部を備えたプローブと、
　前記超音波振動子に励振用の電力を供給する駆動手段と、
　前記駆動手段から前記超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検出する検出手段
と、
　前記検出手段による検出結果を報知する報知手段とを備え、
　

　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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前記駆動手段は、前記超音波振動子を駆動する周波数である駆動周波数を変更する周波
数変更手段を備え、

前記検出手段は、前記駆動手段から前記超音波振動子へ供給される駆動電流を検出する
ことによって前記超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検出するものであり、前
記周波数変更手段による駆動周波数の変更に伴う前記駆動電流の変化を検出することによ
って前記超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検出することを特徴とする超音波
美容器。



本発明は、超音波振動子が取り付けられてなる振動部を顔等の肌に接触させることにより
肌に超音波刺激を付与するようにした超音波美容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、プローブの先端部に配設されたホーンに超音波振動子が接合されてなる振動部を、
顔等の肌に接触させることにより肌に超音波振動（超音波刺激）を付与するようにした超
音波美容器が知られている。図１２は、従来の超音波美容器の構成図である。（ａ）は、
全体構成図であり、（ｂ）は、後述する振動部の拡大構成図である。超音波美容器は、超
音波を発生させる超音波振動子１と、放射面２２を肌に接触させると共に接合面２１で超
音波振動子１に接合されたホーン２とからなる振動部１０と振動部１０を固定すると共に
利用者によって把持されるハウジング３１とを備えたプローブ３と、超音波振動子１にプ
ローブコード３２及びリード線１１を介して電力を供給することによって駆動する駆動部
４とを備えている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上述のような超音波美容器を用いる際に、プローブ３と駆動部４との間に無理な張力を加
えた場合には、プローブコード３２が断線することがある。また、プローブ３を床面上等
に落下させた場合には、衝撃によってリード線１１と超音波振動子１の電極との接合が外
れたり、超音波振動子１が破損することがある。このような場合には、駆動部４から超音
波振動子１に所期の電力が供給されないため、ホーン２から肌に本来のあるいは全く超音
波振動（超音波刺激）を付与することはできない。
【０００４】
しかしながら、超音波美容器の利用者は、超音波振動の特性から、ホーン２から肌に対し
て超音波振動（超音波刺激）が付与されているか否かを触覚（振動の知覚）・聴覚（振動
音の知覚）等によって判断することが困難であるため、駆動部４から超音波振動子１に電
力が供給されていない状態であるにも拘らず、超音波美容器を継続して使用することがあ
った。
【０００５】
本発明は、上記の課題に鑑みてなされたもので、超音波振動子に電力が供給されているか
否かを容易に確認することが可能な超音波美容器を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明による超音波美容器は、肌に超音波刺激を付与する超音波美容器であって、超音
波を発生させる超音波振動子と、接合面で前記超音波振動子に接合され、放射面から超音
波を肌に付与するホーンとからなる振動部を備えたプローブと、前記超音波振動子に励振
用の電力を供給する駆動手段と、前記駆動手段から前記超音波振動子へ電力が供給されて
いるか否かを検出する検出手段と、前記検出手段による検出結果を報知する報知手段とを
備え、

【０００７】
上記の構成によれば、駆動手段によって、超音波振動子に励振用の電力が供給され、超音
波振動子によって、超音波が発生され、ホーンによって、放射面から超音波が肌に付与さ
れる。検出手段によって、駆動手段から超音波振動子へ電力が供給されているか否かが検
出され、報知手段によって、検出手段による検出結果が報知されるため、超音波振動子に
電力が供給されているか否かを容易に確認することが可能となる。
【０００９】
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前記駆動手段は、前記超音波振動子を駆動する周波数である駆動周波数を変更する
周波数変更手段を備え、前記検出手段は、前記駆動手段から前記超音波振動子へ供給され
る駆動電流を検出することによって前記超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検
出するものであり、前記周波数変更手段による駆動周波数の変更に伴う前記駆動電流の変
化を検出することによって前記超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検出するこ
とを特徴としている。



　 上記の構成によれば、検出手段によって、駆動手段から超音波振動子へ供給され
る駆動電流を検出することによって超音波振動子へ電力が供給されているか否かが検出さ
れるため、超音波振動子に電力が供給されているか否かを簡単な回路構成で検出すること
が可能となる。
【００１０】
　 上記の構成によれば、周波数変更手段によって、超音波振動子を駆動する周波数
である駆動周波数が変更され、検出手段によって、周波数変更手段による駆動周波数の変
更に伴う駆動電流の変化を検出することにより超音波振動子へ電力が供給されているか否
かが検出されるため、駆動手段がノイズ対策のためのＬＣ回路等からなるフィルタ回路を
備える場合にも超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検出することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
（第１実施形態：請求項１に記載の超音波美容器の実施形態の一例）
図１は、本発明の第１実施形態に係る超音波美容器の構成図である。超音波美容器は、超
音波を発生させる超音波振動子１と、放射面を肌に接触させると共に接合面で超音波振動
子１に接合されたホーン２とからなる振動部１０と、超音波振動子１に電力を供給するこ
とによって駆動する駆動部４（駆動手段に相当する）と、駆動部４から超音波振動子１へ
電力が供給されているか否かを検出する検出部５（検出手段に相当する）と、検出部５に
よる検出結果を表示する表示部６（報知手段に相当する）とを備えている。
【００１２】
駆動部４は、高周波信号を発生する発振回路４１と、発振回路４１にて発生された高周波
信号を増幅する増幅回路４２とを備えている。検出部５は、駆動部４から超音波振動子１
に供給される電流を電圧の形で出力するものである。なお、本実施形態では、電流と電圧
との関係を後述するように、反転増幅手段等を介して反転させている。表示部６は、検出
部５からの検出信号を所定の基準電圧と比較して基準電圧以上である場合に表示回路６２
へ表示信号を出力する表示制御回路６１と、表示制御回路６１からの表示信号を受けて検
出部５の検出結果を表示する表示回路６２とを備えている。報知手段としての表示回路６
２としては、例えば、ＬＥＤ点灯回路が採用可能である。
【００１３】
図２は、第１実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。（ａ）は超
音波振動子１に付与される電圧の波形であり、（ｂ）は超音波振動子１に流れる電流の波
形であり、（ｃ）は検出部５の出力電圧の波形であり、（ｄ）は表示制御回路６１の入力
電圧の波形であり、（ｅ）は表示回路６２の出力の波形である。図の横軸は時間であって
、横軸方向の略中央部の時間Ｔ１の左側が駆動部４から超音波振動子１へ電力が供給され
ている状態（駆動状態という）であり、時間Ｔ１の右側が、断線等の原因によって駆動部
４から超音波振動子１へ電力が供給されていない状態（非駆動状態という）である。
【００１４】
駆動状態においては、所定の電流が超音波振動子１に流れ、検出部５の出力電圧及び表示
制御回路６１の入力電圧は、基準電圧より低い電圧となり、表示制御回路６１によって表
示信号は出力されず、表示回路６２によってＬＥＤは消灯状態となる。非駆動状態におい
ては、電流が超音波振動子１に流れず、検出部５の出力電圧及び表示制御回路６１の入力
電圧は、基準電圧より高い電圧となり、表示制御回路６１によって表示信号が出力され、
表示回路６２によってＬＥＤが点灯状態となる。
【００１５】
検出部５によって、駆動部４から超音波振動子１へ電力が供給されているか否かが検出さ
れ、表示部６によって、検出部５による検出結果がＬＥＤに表示されるため、超音波振動
子に電力が供給されているか否かを容易に確認することが可能となる。特に、非駆動状態
において、ＬＥＤを点灯させるため、異常確認が容易となる。
【００１６】
（第２実施形態：請求項２に記載の超音波美容器の実施形態の一例）
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また、

また、



図３は、本発明の第２実施形態に係る超音波美容器の回路図である。超音波美容器は、超
音波を発生させる超音波振動子１と、放射面を肌に接触させると共に接合面で超音波振動
子１に接合されたホーン２とからなる振動部１０と、超音波振動子１に電力を供給するこ
とによって駆動する駆動部４Ａ（駆動手段に相当する）と、駆動部４Ａから超音波振動子
１へ電力が供給されているか否かを検出する検出部５Ａ（検出手段に相当する）と、検出
部５Ａによる検出結果を表示する表示部６Ａ（報知手段に相当する）とを備えている。
【００１７】
駆動部４Ａは、高周波電圧を発生する発振回路４１Ａと、発振回路４１Ａにて発生された
高周波電圧を増幅する増幅回路４２Ａとを備えている。増幅回路４２Ａは、プッシュプル
回路と直流定電圧電源とを備えている。検出部５Ａは、超音波振動子１に流れる電流を電
圧に変換して出力するものであって、超音波振動子１に流れる電流を電圧に変換する電流
検出回路５１Ａと、電流検出回路５１Ａの出力信号を包絡線検波する（高周波成分除去用
の平滑回路等からなる）包絡線検波回路５２Ａと、包絡線検波回路５２Ａの出力を反転増
幅する信号増幅回路５３Ａとを備えている。電流検出回路５１Ａは、カレントトランスと
抵抗とを備えている。
【００１８】
表示部６Ａは、検出部５Ａ（信号増幅回路５３Ａ）からの検出信号を所定の基準電圧と比
較して基準電圧以上である場合に表示回路６２Ａへ表示信号を出力するコンパレータを有
する表示制御回路６１Ａと、表示制御回路６１Ａからの表示信号を受けて検出部５Ａの検
出結果を表示する表示回路６２Ａとを備えている。ここでは、表示回路６２Ａは、ＬＥＤ
点灯回路からなるものである。
【００１９】
図４は、第２実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。（ａ）は超
音波振動子１に付与される電圧の波形であり、（ｂ）は超音波振動子１に流れる電流の波
形であり、（ｃ）は電流検出回路５１Ａの出力電圧の波形であり、（ｄ）は包絡線検波回
路５２Ａの出力電圧の波形であり、（ｅ）は信号増幅回路５３Ａの出力の波形であり、（
ｆ）は表示制御回路６１Ａの入力電圧であり、（ｇ）は表示制御回路６１Ａの出力電圧で
あり、（ｈ）は表示回路６２Ａの出力である。図の横軸は時間であって、横軸方向の略中
央部の時間ＴＡの左側が駆動部４から超音波振動子１へ電力が供給されている状態（駆動
状態という）であり、時間ＴＡの右側が、断線等の原因によって駆動部４から超音波振動
子１へ電力が供給されていない状態（非駆動状態という）である。
【００２０】
駆動状態においては、所定の電流が超音波振動子１に流れ、電流検出回路５１Ａの出力電
圧が０でない所定の値となり、包絡線検波回路５２Ａの出力電圧が０ではない所定の値と
なり、信号増幅回路５３Ａの出力電圧及び表示制御回路６１Ａの入力電圧が基準電圧より
低い電圧となるため、表示制御回路６１Ａによって表示信号は出力されず（出力が５Ｖと
なり）、表示回路６２Ａのスイッチ用トランジスタがオフしたままとなるのでＬＥＤには
電源からの電流が流れず、ＬＥＤは消灯状態となる。
【００２１】
非駆動状態においては、電流が超音波振動子１に流れず、電流検出回路５１Ａの出力電圧
及び包絡線検波回路５２Ａの出力電圧が０となり、信号増幅回路５３Ａの出力電圧及び表
示制御回路６１Ａの入力電圧が基準電圧より高い電圧となるため、表示制御回路６１Ａに
よって表示信号が出力され（出力が０Ｖとなり）、表示回路６２Ａのスイッチ用トランジ
スタがオンして電源からＬＥＤに電流が流れるので、ＬＥＤが点灯状態となる。
【００２２】
検出部５Ａ（電流検出回路５１Ａ）によって、超音波振動子１を流れる電流を検出するこ
とによって超音波振動子１へ電力が供給されているか否かが検出されるため、超音波振動
子１に電力が供給されているか否かを精度良く検出することが可能となる。
【００２３】
（第３実施形態：請求項３に記載の超音波美容器の実施形態の一例）
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図５は、本発明の第３実施形態に係る超音波美容器の回路図である。超音波美容器は、超
音波を発生させる超音波振動子１と、放射面を肌に接触させると共に接合面で超音波振動
子１に接合されたホーン２とからなる振動部１０と、超音波振動子１に電力を供給するこ
とによって駆動する駆動部４Ｂ（駆動手段に相当する）と、駆動部４Ｂから超音波振動子
１へ電力が供給されているか否かを検出する検出部５Ｂ（検出手段に相当する）と、検出
部５Ｂによる検出結果を表示する表示部６Ｂ（報知手段に相当する）とを備えている。
【００２４】
駆動部４Ｂは、高周波電圧を発生する発振回路４１Ｂと、発振回路４１Ｂにて発生された
高周波電圧を増幅する増幅回路４２Ｂとを備えている。増幅回路４２Ｂは、プッシュプル
回路と直流定電圧電源とを備えている。検出部５Ｂは、増幅回路４２Ｂの直流定電圧電源
の出力電流を検出して、電圧に変換して出力するものであって、増幅回路４２Ｂの直流定
電圧電源の出力電流を検出する抵抗からなる電流検出回路５４Ｂと、電流検出回路５４Ｂ
によって検出された電圧を反転増幅する信号増幅回路５５Ｂとを備えている。増幅回路４
２Ｂの直流定電圧電源の出力電流は、直流定電圧電源の出力側の電解コンデンサによって
平滑化されるため、直流電流となり、電流検出回路５４Ｂの出力電圧（抵抗の両端の電圧
）は直流電圧となる。電流検出回路５４Ｂは、増幅回路４２Ｂの直流定電圧電源とプッシ
ュプル回路との間に介在され、プッシュプル回路に流入する電流を両端の電圧として検出
する抵抗からなるものである。
【００２５】
表示部６Ａは、検出部５Ｂ（信号増幅回路５５Ｂ）からの検出信号を所定の基準電圧と比
較して基準電圧以上である場合に表示回路６２Ｂへ表示信号を出力するコンパレータから
なる表示制御回路６１Ｂと、表示制御回路６１Ｂからの表示信号を受けて検出部５Ｂの検
出結果を表示する表示回路６２Ｂとを備えている。ここでは、表示回路６２Ｂは、ＬＥＤ
点灯回路からなるものである。
【００２６】
図６は、第３実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。（ａ）は超
音波振動子１に付与される電圧の波形であり、（ｂ）は超音波振動子１に流れる電流の波
形であり、（ｃ）は増幅回路４２Ｂの直流定電圧電源の出力電流の波形であり、（ｄ）は
電流検出回路５４Ｂの出力電圧の波形であり、（ｅ）は信号増幅回路５５Ｂの出力電圧の
波形であり、（ｆ）は表示制御回路６１Ｂの入力電圧であり、（ｇ）は表示制御回路６１
Ｂの出力電圧であり、（ｈ）は表示回路６２Ｂの出力である。図の横軸は時間であって、
横軸方向の略中央部の時間ＴＢの左側が駆動部４Ｂから超音波振動子１へ電力が供給され
ている状態（駆動状態という）であり、時間ＴＢの右側が、断線等の原因によって駆動部
４から超音波振動子１へ電力が供給されていない状態（非駆動状態という）である。
【００２７】
駆動状態においては、所定の電流が超音波振動子１に流れ、増幅回路４２Ｂの直流定電圧
電源の出力電流及び電流検出回路５４Ｂの出力電圧が０でない所定の値となり、信号増幅
回路５３Ａの出力電圧及び表示制御回路６１Ｂの入力電圧が、基準電圧より低い電圧とな
るため、表示制御回路６１Ｂによって表示信号は出力されず（出力が５Ｖとなり）、表示
回路６２Ｂのスイッチ用トランジスタがオフしたままとなるのでＬＥＤには電源からの電
流が流れず、ＬＥＤは消灯状態となる。
【００２８】
非駆動状態においては、電流が超音波振動子１に流れず、増幅回路４２Ｂの直流定電圧電
源の出力電流及び電流検出回路５４Ｂの出力電圧が０となり、信号増幅回路５３Ｂの出力
電圧及び表示制御回路６１Ｂの入力電圧が、基準電圧より高い電圧となるため、表示制御
回路６１Ｂによって表示信号が出力され（出力が０Ｖとなり）、表示回路６２Ｂのスイッ
チ用トランジスタがオンして電源からＬＥＤに電流が流れるので、ＬＥＤが点灯状態とな
る。
【００２９】
検出部５Ｂ（電流検出回路５４Ｂ）によって、駆動部４Ｂから超音波振動子１へ供給する
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電流である駆動電流を検出することによって超音波振動子１へ電力が供給されているか否
かが検出されるため、第３実施形態のように高周波電流を増幅する必要がなく、簡単な回
路構成で超音波振動子１に電力が供給されているか否かを検出することが可能となる。
【００３０】
（第４実施形態：請求項４に記載の超音波美容器の実施形態の一例）
図７は、本発明の第４実施形態に係る超音波美容器の回路図である。超音波美容器は、超
音波を発生させる超音波振動子１と、放射面を肌に接触させると共に接合面で超音波振動
子１に接合されたホーン２とからなる振動部１０と、超音波振動子１に電力を供給するこ
とによって駆動する駆動部４Ｃ（駆動手段に相当する）と、駆動部４Ｃから超音波振動子
１へ電力が供給されているか否かを検出する検出部５Ｃ（検出手段に相当する）と、検出
部５Ｃによる検出結果を表示する表示部６Ｃ（報知手段に相当する）とを備えている。
【００３１】
駆動部４Ｃは、高周波電圧を発生するＰＬＬ回路からなる発振回路４１Ｃと、発振回路４
１Ｃにて発生された高周波電圧を増幅する増幅回路４２Ｃとを備えている。増幅回路４２
Ｃは、プッシュプル回路と直流定電圧電源とノイズを除去するフィルタ回路４２１Ｃとを
備えている。検出部５Ｃは、増幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流を検出して、電
圧に変換して出力するものであって、増幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流を検出
する抵抗からなる電流検出回路５４Ｃと、電流検出回路５４Ｃによって検出された電流を
電圧に変換して反転増幅する信号増幅回路５５Ｃとを備えている。増幅回路４２Ｃの直流
定電圧電源の出力電流は、直流定電圧電源の出力側の電解コンデンサによって平滑化され
るため、直流電流となり、電流検出回路５４Ｃの出力電圧（抵抗の両端の電圧）は直流電
圧となる。
【００３２】
表示部６Ｃは、後述する発振回路４１Ｃの発振周波数を変更する前後の表示制御回路６１
Ｃの入力電圧の変化量ΔＶを算出し、この変化量ΔＶが所定の基準値ΔＶ０未満の場合に
表示回路６２Ｃへ表示信号を出力すると共にＡ／Ｄ変換機能を有するマイクロコンピュー
タＭＣを備えた表示制御回路６１Ｃと、表示制御回路６１Ｃからの表示信号を受けて検出
部５Ｃの検出結果を表示する表示回路６２Ｃとを備えている。ここでは、表示回路６２Ｃ
は、ＬＥＤ点灯回路からなるものである。なお、表示制御回路６１Ｃのマイクロコンピュ
ータＭＣは、発振回路４１Ｃの発振周波数を設定及び後述する手順に従って変更する機能
を有する。すなわち、表示制御回路６１ＣのマイクロコンピュータＭＣが周波数変更手段
に相当する。
【００３３】
図８は、第４実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。（ａ）は超
音波振動子１に付与される電圧の波形であり、（ｂ）は超音波振動子１に流れる電流の波
形であり、（ｃ）はフィルタ回路４２１Ｃから接地側に流れる電流の波形であり、（ｄ）
は超音波振動子１に流れる電流とフィルタ回路４２１Ｃから接地側に流れる電流との和（
すなわち、フィルタ回路４２１Ｃに流れる電流）の波形であり、（ｅ）は増幅回路４２Ｃ
の直流定電圧電源の出力電流の波形であり、（ｆ）は電流検出回路５４Ｃの出力電圧の波
形であり、（ｇ）は信号増幅回路５５Ｃの出力電圧の波形である。図の横軸は時間であっ
て、横軸方向の略中央部の時間ＴＣの左側が駆動部４Ｃから超音波振動子１へ電力が供給
されている状態（駆動状態という）であり、時間ＴＣの右側が、断線等の原因によって駆
動部４から超音波振動子１へ電力が供給されていない状態（非駆動状態という）である。
【００３４】
駆動状態においては、所定の電流がフィルタ回路４２１Ｃ及び超音波振動子１に流れ、増
幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流が０でない所定の値となり、電流検出回路５４
Ｃの出力電圧及び信号増幅回路５５Ｃの出力電圧が所定の値となる。一方、非駆動状態に
おいては、超音波振動子１には電流が流れないが、フィルタ回路４２１Ｃから接地側には
電流が流れるため、増幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流が及び電流検出回路５４
Ｃの出力電圧が０でない所定の値となる。なお、フィルタ回路４２１Ｃに流れる電流の値
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は、発振回路４１Ｃ側からフィルタ回路４２１Ｃ側を見たインピーダンスによって決定す
るため、図のように非駆動状態の場合のほうが駆動状態よりも電流値が増大する場合があ
る。このように、非駆動状態においても、フィルタ回路４２１Ｃに電流が流れるため、増
幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流が０であるか否かによって、非駆動状態である
か否かを検出することはできない。
【００３５】
図９は、超音波振動子１及びホーン２からなる振動部１０のインピーダンス特性と、フィ
ルタ回路４２１Ｃの周波数特性の一例を示す図である。（ａ）は、振動部１０のインピー
ダンス特性であって、横軸が駆動周波数であり縦軸が振動部１０のインピーダンスである
。振動部１０のインピーダンスは、１．００ＭＨｚ近傍の共振点ＯＣＰで極小値となり、
１．０２ＭＨｚ近傍の反共振点ＡＯＰで極大となる。（ｂ）は、フィルタ回路４２１Ｃの
周波数特性であって、横軸が周波数であり縦軸が減衰量である。このフィルタ回路４２１
Ｃは、数ＭＨｚより高い周波数成分を除去するためのローパスフィルタとして機能する。
【００３６】
つぎに、本実施形態において、表示制御回路６１ＣのマイクロコンピュータＭＣによって
、発振回路４１Ｃの発振周波数が１．００ＭＨｚから１．０２ＭＨｚに変化される場合の
動作について図１０及び図１１を用いて説明する。図１０は、駆動状態の波形図であり、
図１１は非駆動状態の波形図である。図１０及び図１１において、（ａ）は超音波振動子
１に付与される電圧の波形であり、（ｂ）は超音波振動子１に流れる電流の波形であり、
（ｃ）は、フィルタ回路４２１Ｃから接地側に流れる電流の波形であり、（ｄ）は超音波
振動子１に流れる電流とフィルタ回路４２１Ｃから接地側に流れる電流との和（すなわち
、フィルタ回路４２１Ｃに流れる電流）の波形であり、（ｅ）は増幅回路４２Ｃの直流定
電圧電源の出力電流の波形であり、（ｆ）は電流検出回路５４Ｃの出力電圧の波形であり
、（ｇ）は信号増幅回路５５Ｃの出力電圧の波形であり、（ｈ）は表示制御回路６１Ｃの
入力電圧である。図１０及び図１１の横軸は時間であって、横軸方向の略中央部の時間Ｔ
Ｄ（ＴＥ）の左側は、発振回路４１Ｃの発振周波数が１．００ＭＨｚの状態であり、時間
ＴＤ（ＴＥ）の右側は、発振回路４１Ｃの発振周波数が１．０２ＭＨｚの状態である。
【００３７】
駆動状態においては、図１０に示すように、発振回路４１Ｃの発振周波数が１．００ＭＨ
ｚから１．０２ＭＨｚに変化された場合に、振動部１０のインピーダンスが２０Ωから２
００Ωに増大するため、超音波振動子１に流れる電流は減少し、フィルタ回路４２１Ｃの
減衰量は変化しない（０ｄＢ）ため、フィルタ回路４２１Ｃから接地側に流れる電流は変
化しない。そこで、超音波振動子１に流れる電流とフィルタ回路４２１Ｃから接地側に流
れる電流との和は減少し、増幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流は減少し、信号増
幅回路５５Ｃの出力電圧及び表示制御回路６１Ｃの入力電圧が増大する。そして、表示制
御回路６１ＣのマイクロコンピュータＭＣによって、表示制御回路６１Ｃの入力電圧の変
化量ΔＶが算出されて、この変化量ΔＶが所定の基準値ΔＶ０以上であるため、表示制御
回路６１Ｃによって表示信号は出力されず（出力が５Ｖとなり）、表示回路６２Ｃのスイ
ッチ用トランジスタがオフしたままとなるのでＬＥＤには電源からの電流が流れず、ＬＥ
Ｄは消灯状態となる。
【００３８】
非駆動状態においては、図１１に示すように、発振回路４１Ｃの発振周波数が１．００Ｍ
Ｈｚから１．０２ＭＨｚに変化された場合に、超音波振動子１に流れる電流は０であり、
フィルタ回路４２１Ｃの減衰量は変化しない（０ｄＢ）ため、フィルタ回路４２１Ｃに流
れる電流は変化しない。そこで、超音波振動子１に流れる電流とフィルタ回路４２１Ｃに
流れる電流との和の電流は変化せず、増幅回路４２Ｃの直流定電圧電源の出力電流も変化
せず、信号増幅回路５５Ｃの出力電圧及び表示制御回路６１Ｃの入力電圧も変化しない。
そして、表示制御回路６１ＣのマイクロコンピュータＭＣによって、表示制御回路６１Ｃ
の入力電圧の変化量ΔＶが０と算出されて、この変化量ΔＶ（＝０）が所定の基準値ΔＶ
０未満であるため、表示制御回路６１Ｃによって表示信号は出力され（出力が０Ｖとなり
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）、表示回路６２Ｃのスイッチ用トランジスタがオンして電源からＬＥＤに電流が流れる
ので、ＬＥＤが点灯状態となる。
【００３９】
このようにして、マイクロコンピュータＭＣによって、超音波振動子１を駆動する周波数
である駆動周波数が変更され、検出部５Ｃによって、マイクロコンピュータＭＣによる駆
動周波数の変更に伴う駆動電流の変化を検出することにより超音波振動子１へ電力が供給
されているか否かが検出されるため、駆動部４Ｃがノイズ対策のためのＬＣ回路等からな
るフィルタ回路４２１Ｃを備える場合にも超音波振動子１へ電力が供給されているか否か
を検出することができる。
【００４０】
なお、駆動周波数を変更すると超音波美容器から肌に付与される超音波の出力が変化する
ため、超音波美容器を使用中に駆動周波数を変更することは好ましくない。そこで、マイ
クロコンピュータＭＣによって駆動周波数を変更するタイミングは、電源投入から利用者
がホーン２を肌に当てる迄の間等の電源が「ＯＮ」の状態で且つ超音波美容器を使用中で
はない（肌に超音波刺激を付与していない）時に行うものとする。例えば、電源投入から
所定の短い時間中に行えばよい。また、駆動周波数は、自動で１．００ＭＨｚから１．０
２ＭＨｚに変更される。
【００４１】
なお、本発明の超音波美容器は、上記実施形態のものに限定されるものではなく、以下に
述べるように種々の変形態様を採用することができる。
（Ａ）第１～第４実施形態では、表示部がＬＥＤの点滅によって検出部による検出結果を
表示する場合について説明したが、他の方法によって検出部による検出結果を表示する形
態でもよい。例えば、液晶モニタ等の表示部に文字メッセージを表示する形態でもよい。
また、報知手段としては、検出結果を表示する態様の他、スピーカ等による警報等の検出
結果を音声出力する態様でもよい。
（Ｂ）第１～第４実施形態では、表示部が表示回路を備える場合について説明したが、電
源の「ＯＮ／ＯＦＦ」の表示等の他の目的で設けられた表示回路を共用する形態でもよい
。この場合には、超音波美容器の構造が簡素化され、安価化が可能となる。
（Ｃ）第１～第４実施形態では、検出部が駆動部から超音波振動子１に供給される電流を
検出して、電圧に反転増幅して変換する場合について説明したが、反転及び増幅の少なく
とも一方を行わない形態でもよい。
【００４２】
【発明の効果】
請求項１に記載の発明によれば、駆動手段によって、超音波振動子に励振用の電力が供給
され、超音波振動子によって、超音波が発生され、ホーンによって、放射面から超音波が
肌に付与される。検出手段によって、駆動手段から超音波振動子へ電力が供給されている
か否かが検出され、報知手段によって、検出手段による検出結果が報知されるため、超音
波振動子に電力が供給されているか否かを容易に確認することが可能となる。
【００４４】
　 請求項 に記載の発明によれば、検出手段によって、駆動手段から超音波振動子
へ供給される駆動電流を検出することによって超音波振動子へ電力が供給されているか否
かが検出されるため、超音波振動子に電力が供給されているか否かを簡単な回路構成で検
出することが可能となる。
【００４５】
　 請求項 に記載の発明によれば、周波数変更手段によって、超音波振動子を駆動
する周波数である駆動周波数が変更され、検出手段によって、周波数変更手段による駆動
周波数の変更に伴う駆動電流の変化を検出することにより超音波振動子へ電力が供給され
ているか否かが検出されるため、駆動手段がノイズ対策のためのＬＣ回路等からなるフィ
ルタ回路を備える場合にも超音波振動子へ電力が供給されているか否かを検出することが
できる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１実施形態に係る超音波美容器の構成図である。
【図２】　第１実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。
【図３】　本発明の第２実施形態に係る超音波美容器の回路図である。
【図４】　第２実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。
【図５】　本発明の第３実施形態に係る超音波美容器の回路図である。
【図６】　第３実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。
【図７】　本発明の第４実施形態に係る超音波美容器の回路図である。
【図８】　第４実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である。
【図９】　振動部のインピーダンス特性と、フィルタ回路の周波数特性の一例を示す図で
ある。
【図１０】　第４実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である（駆動状
態）。
【図１１】　第４実施形態の超音波美容器の動作を説明するための波形図である（非駆動
状態）。
【図１２】　従来の超音波美容器の構成図である。
【符号の説明】
１　超音波振動子
２　ホーン
３　プローブ
４、４Ａ、４Ｂ、４Ｃ　駆動部（駆動手段）
４１、４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃ　発振回路
４２、４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ　増幅回路
１０　振動部
５　検出部（検出手段）
６　表示部（報知手段）
６１、６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ　表示制御回路
６２、６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ　表示回路
ＭＣ　マイクロコンピュータ（周波数変更手段、報知手段の一部）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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